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LIFE の概要 

 

科学的介護情報システム（LIFE：Long-term care Information system For Evidence）

は、介護サービス利用者の状態やケアの計画・内容についてのデータを全国の介護施設・事業所から集め、

集めたデータを分析し、その結果をフィードバックする情報システムです。 

介護施設や事業所で LIFE を利用し、記録したデータやフィードバックを活用して今後のケア（介護サービ

ス）を見直し、繰り返し改善していく取り組み（PDCA）が期待されています。 

 

LIFE について、詳しくは『ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手

引き』を参照してください。 
 

 
LIFE のユーザー 

 

LIFE を操作できるユーザーは、「管理ユーザー」と「操作職員」の 2 種類に分かれます。 

 
 

 

LIFEの
データベース

利用者の状態、
ケアの実績等
(計画書等の様式等)の
評価・記録・入力

フィードバック情報による

利用者の状態やケアの

実績の変化などを踏ま

えた計画書等の改善

計画書等の作成

計画書等に
基づいた
ケアの実施

データ提出

フィードバック

様式情報
の記入 

LIFE ユーザー 

事業所 

介護 
サービス 
提供 

管理ユーザー 
記録職員 

事業所の LIFE 全体の管理を

行います。 

（事業所番号ごと 原則 1 名） 

操作職員 

主に様式情報

の入力を行い

ます。 

様式情報に登録される記入者名として

LIFE に登録しますが、LIFE の操作は

できません。 

LIFE の
操作 

介護サービス
利用者 

PDCAとは、 
①計画する（PLAN＝P） 
②実行する（DO＝D） 
③評価する（CHECK＝C） 
④改善する（ACTION＝A） 
また①に戻るという取り組みです。 

事業所管理者 
事業所の代表者で、 

管理ユーザーの情報を管理します。 
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業務の流れと LIFE 

 

日々の業務の中で、以下のように LIFE を操作します。 
 

日々の業務 
 

LIFE での操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

管理ユーザーが利用者の情報（要介護

認定情報やサービス種類、日常生活自

立度など）を登録・更新します。 

 

 

 

ケアに関する計画とその評価・実績等を、

様式情報として登録します。 

 

 締めは毎月 10 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

フィードバック帳票をダウンロードし、自事業

所のケアに関する分析結果を確認します。 

 
 

今後のケアに活かす Action 

利用者の状態・ケア 

について評価する 
Check 

介護サービスを提供する 

 

Do 

ケアプランを作成する Plan 

➡ 操作説明書（フィードバック活用編） 

フィードバック帳票を確認する 

 

LIFE のデータベース 
全国の事業所から情報が集まる 

↓ 

分析・フィードバック帳票作成 

➡ 操作説明書（様式情報入力編） 

様式情報を入力する 

 

➡ 操作説明書（管理業務編） 

利用者情報を管理する 

 
利用者の 
ケアプランに
応じて情報
を更新 

 
次の 

ケアプラン 
に活かす 

フィードバック
をケアに反映 
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初めて LIFE を使うときにすること 

 

この図は、管理ユーザーと操作職員とで別々のパソコンを使う場合を説明しています。 

管理ユーザーと操作職員が同一のパソコンを使用する場合、※の手順は不要です。 
 

詳しくは、『LIFE 導入ガイド』で説明しています。 

すでに LIFE をお使いの方は、『LIFE 移行ガイド』をお読みください。 

 

 

システムの利用条件を確認する

事業所管理者がすること 操作職員がすること

インターネットオプションを設定する

新規利用の手続きをする

⚫ LIFEのホーム画面を開く

⚫ 新規利用ログインをする

⚫ 管理ユーザーを設定する

⚫ （起動アイコン）をダウンロードする

管理ユーザーが初期設定をする

⚫ でLIFEにアクセスする

⚫ パソコンの端末登録をする

⚫ パスワードを変更する

⚫ 代表事業所名を設定する

⚫ 暗号化キーを設定する

システムの利用条件を
確認する※

インターネットオプションを

設定する※

操作職員が初期設定をする

⚫ でLIFEにアクセスする

⚫ パソコンの端末登録をする※

⚫ パスワードを変更する

⚫ 最新のバックアップファイルを

取り込む※

を操作職員にも

配布します。 ※

LIFEの利用を
開始する

管理ユーザーがすること

とユーザーID、初期パスワード

を管理ユーザーに渡します。

ユーザーIDと初期パスワード
を操作職員に渡します。

一時パスコードを操作職員
に渡します。 ※

最新のバックアップファイルを
操作職員に渡します。※

操作職員の登録と設定をする

⚫ 操作職員を登録する

⚫ 操作職員の一時パスコードを発行する

⚫ 最新のバックアップファイルを出力する
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必要な操作とマニュアル 

 

LIFE 導入時や、導入後の次のようなときに行う操作について、各マニュアルで説明しています。 

 
█ 職員に関すること       

 
⚫ 職員が新しく入ったとき 
⚫ 職員が退職したとき 
⚫ 職員の姓や住所など、情報に変更があったとき など 

  

 

█ 利用者に関すること      

 
⚫ 利用者が新しく入ったとき 
⚫ 利用者が介護サービスの利用を停止したとき 
⚫ 利用者の要介護認定情報に変更があったとき など 

  

 █ 事業所が提供する介護サービスの設定   

 
⚫ 事業所で新たな介護サービスを始めたとき 
⚫ 事業所で今まで行っていた介護サービスを停止したとき など 

  

 █ 事業所が利用する様式の設定   

 
⚫ 事業所で利用する様式を設定するとき 

█ 様式情報（ケアの計画、評価・実績等）の登録   

 
⚫ 様式情報を登録するとき 

⚫ 登録した情報を訂正／削除したいとき など 
  

 

█ フィードバックの活用   

 
⚫ フィードバック帳票をダウンロードするとき 
⚫ フィードバック帳票の見かたを知りたいとき など 

  

 

█ ADL 維持等加算算定   

 
⚫ 算定要件を確認するとき 
⚫ ADL 維持等加算算定に向けて ADL 利得を算出するとき など 

 

 

 

 

その他よくある質問について、『こんなときには』、『FAQ』の資料でも説明しています。 

➡ 『操作説明書（管理業務編）』 第 2 章 

利用者

情報を 

管理する 

➡ 『操作説明書（管理業務編）』 第 3 章 

➡ 『操作説明書（管理業務編）』 第 5 章 

➡ 『操作説明書（様式情報入力編）』 第 3 章 または 第 4 章 

➡ 『操作説明書（管理業務編）』 第 4 章 

フィード 

バック帳票

を確認する 

 

➡ 『操作説明書（フィードバック活用編）』 

ADL 

維持等 

加算算定 

➡ 『操作説明書（ADL 維持等加算算定編）』 

職員 

情報を 

管理する 

事業所

情報を 

管理する 

様式 

情報を 

入力する 

 




